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一般社団法人 日本画像医療システム工業会

◆ 第53回日本放射線技術学会秋季学術大会 第42回JIRA発表会
　　知空青 ～井の中の蛙大海を知らず、されど空の青さを知る～
　JIRA会員からの新製品・新技術・ひと工夫の発表会
　　　　日　時  令和7年10月18日（土） 14：10 ～16：30

札幌コンベンションセンター第4会場（中ホールＡ）

◆技術解説
チューブおよびカテーテルの位置確認を支援するAI技術
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第 53 回日本放射線技術学会秋季学術大会の開催にあたって 

知空青 〜井の中の蛙大海を知らず、されど空の青さを知る〜 

公益社団法人 日本放射線技術学会 第 53 回日本放射線技術学会秋季学術大会 

大会長 蝶野 大樹 

第  53 回 日 本 放 射 線 技 術 学 会 秋 季 学 術 大 会 開 催 にあたっては、日 本 画 像 医 療 システム工 業 会

（ JIRA） の会 員 の皆 様 に多 大 なるご支 援 頂 きましたこと、この紙 面 をお借 りして心 より御 礼 申 し上 げます。 

本 大 会 のテーマは、「 知 空 青  〜井 の中 の蛙 大 海 を知 らず、されど空 の青 さを知 る〜」 です。この言

葉は、「 井 の中 の蛙 大 海 を知 らず」までは広く知 られていますが、中 国 から日 本 に伝わる際 に「されど空

の青さを知る」という一節が加えられたことで、狭い世界であっても己の道を極めることで、深い知見に至

るというポジティブな意味を持つようになりました。これはまさに、私たち日本放射線 技術学会が主に取り

組 んでいる研 究 姿 勢 に通 じるものがあります。自 らの興 味 のある分 野をとことん追 求 し、疑 問 を解 決 して

いく過程こそが、専門性の獲得、すなわち「研究の原点」につながると考えています。 

本 大 会 では、原 点を見 つめ直すことを意 図し、さまざまな企 画をご用 意 しました。実 行 委 員 会 企 画で

は、「 研 究との出 会い、人との出 会 い、放 射 線 技 術 学を通 じた人 生の歩み」 と題 し、各モダリティの第 一

人 者、いわば“レジェンド”と呼ばれる 4 名をお招 きします。普 段はなかなか聞くことのできない、研 究の原

点やこれまでの歩み、若手へのメッセージなどをご講演いただきます。また、「現地参加が学会 の原点で

ある」 との考 えのもと、 3 つのハンズオンセミナーを企 画 しました。中 でも冠 動 脈 模 型 作 成 セミナーは、北

海道支部で長年続く人気のコンテンツであり、実際に模型を作ることで解剖学的理 解が深まり、血管造

影 に携 わる看 護 師 の方 々の参 加 もあります。さらに、北 海 道 支 部 の 13 の学 術 に関 する専 門 委 員 会 のう

ち、乳房画像専門委員会と消化管・超音波委員会によるエコーのハンズオンセミナーも開催されます。 

特 別 講 演 には、診 療 放 射 線 技 師 という職 業 の認 知 度 向 上 に貢 献 し、ドラマおよび映 画 化 もされた

「ラジエーションハウス」の第 1 期から関わってこられた俳 優・ 八嶋 智 人氏 をお招きし、「原点 」をテーマに

ご講 演 いただく予 定 です。また特 別 講 演 に先 立 ち、札 幌 東 高 校 吹 奏 楽 局 による公 演 も予 定 しており、

高校生にも日本放射線技術学会の魅力が伝わる機会となればと考えています。 

本 大 会では、これまで日 本 放 射 線 技 術 学 会 単 独 の学 術 大 会 では扱ってこなかった症 例 報 告も募 集

し、2024 年 の日 本 放 射 線 技 師 会と初の合 同 開 催となった秋 季 学 術 大 会(沖 縄) での技 術 学 会のみの

演 題 数 や今 年 の総 会 学 術 大 会 よりも多い、582 題という非 常 に多くの演 題をご登 録 いただきました。ま

た、JIRA の皆様のご協 力のもと数 多くの企 業 協賛をいただき、活気 あふれる大 会となること間違いありま

せん。 

JIRA の皆様との企画では、JIRA 発表会と JIRA ワークショップを予定しております。JIRA 発表会は、10

月 18 日 (土 )14 時 10 分 から第 4 会 場 にて開 催 されます。ここでは、各 企 業 の 14 名 の発 表 者 の皆 様 から、

それぞれの企業の製品の開発や新技術について、情報提供が行われる予定です。また、JIRA ワークシ

ョップは、10 月 19 日 (日)10 時 10 分 から第 3 会 場 にて開 催されます。メインテーマは「 医 療 機 器 への AI 導
入 〜なぜ AI が台頭したのか〜」として、4 名の方々による講演が予定されています。 

北 海 道 といえば広 大 な自 然 、美 味 しい食 べ物 など、遠 方 から来 られる皆 さまにご満 足 いただける魅

力が満 載ですが、特におすすめしたいのは「エスコンフィールド北海 道 」 です。会期 中はクライマックスシ

リーズ開 催 の可 能 性 もありますが、試 合 がない日 でも球 場 のスケールと雰 囲 気 に圧 倒 されること間 違 い

ありません。空港から会場への行き帰りの途中に、ぜひ立ち寄ってみてください。

石坂実 行委 員長をはじめ実行委員 や関係者一 同、JIRA 会 員の皆様方 のご参加を心よりお待ちして

います。最 後 になりますが JIRA の皆 様 の今 後 益 々のご発 展 と会 員 の皆 様 のご健 勝 を心 からお祈 り申 し

上げます。 

したっけ、北海道で待ってるべさー！！ 

(札幌医科大学附属病院 放射線部 主査) 
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1. 液体ヘリウムを全く使わないワイドボア 1.5T MRI の開発

富士フイルム㈱ メディカルシステム事 業部 

京谷 勉輔 

【はじめに】 
近 年 、ヘリウムはその多 用 途 性 により、産 業 や化 学 分 野 でさまざ

まな目 的 で利 用 されているが、需 要 と供 給 のバランスが崩 れ始めて

いるのに加 え、産 出 国 の地 政 学 的 影 響 を受 けやすい。そのため、

液体ヘリウム価格が高騰し、調達難が続く傾向にある。 

当 社 は、昨 年 販 売 を開 始 した液 体 ヘリウムを全 く使 わない 1.5T 

超 電 導  MRI  シ ス テ ム  ECHELON Smart ZeroHelium*1  に 続 き 、

ECHELON Synergy ZeroHelium*2 を開 発 した （ 図  1） 。ECHELON 

Synergy ZeroHelium は、新 開 発 の 70cm 大 口 径  ZeroHelium 磁 石 を

採 用 し、広 い装 置 開 口 部 を設 けることで被 検 者 の閉 塞 感 ・ 不 安 感

に配慮するだけでなく、さまざまな部位の撮像に素早く対応できる。 

本稿では、当システムのハードウェア、ソフトウェアの特長について紹

介する。 

*1 販 売 名 ： MR イメージング装 置  ECHELON Smart

（ 医 療 機 器 認 証 番 号 : 229ABBZX00028000）

ECHELON Smart ZeroHelium は、ECEHLON Smart に ZeroHelium 磁石を搭載した液体ヘリウムを一切使わない MRI システムの呼称 

*2 販 売 名 ： MR イメージング装 置  ECHELON Synergy

（ 医 療 機 器 認 証 番 号 : 305ABBZX00004000）

ECHELON Synergy ZeroHelium は、ECEHLON Synergy に ZeroHelium 磁石を搭載した液体ヘリウムを一切使わない MRI  システムの呼称 

【特長】  
1. 液体ヘリウムを全く使 わない ZeroHelium テクノロジ

当 システムは、冷 凍 機 による極 低 温 を直 接 超 電 導 磁 石 に伝 搬 して冷 却 する磁 石 構 造 の採 用 により、

液体ヘリウムを一切使用しない完全ゼロヘリウムを実現している。従来機である ECHELON Synergy と同

じ圧縮機、冷凍機でありながら、液体ヘリウムを媒体とせず超電導磁 石 を直接冷却 する磁石構 造の採

用 により極 低 温 を維 持 する。この ZeroHelium テクノロジによって、従 来 機 と変 わらない静 磁 場 均 一 度 を

実現している。 

2. ZeroHelium×Smart Eco Plus で さらに Eco へ

ECHELON Synergy ZeroHelium では、装置全体の電力制御と状態を監視する状態監視システムを有

しており、状 態 監 視 システムは冷 凍 機 の動 作 周 波 数 を低 減 させる制 御 を行 うことで電 力 消 費 を抑 える

ことが可能な Smart Eco Plus を搭載している。これにより年間消費電力(当社規定)は 35～40%低減 *3

を実現し、ランニングコストを低減することが期待できる（図 2）。 

ZeroHelium シリーズは、液体ヘリウムをまったく使用しないため、クエンチに伴う液体ヘリウムの気化

によるリスク管 理 に必 要 な酸 素 濃 度 計 や換 気 設 備 が不 要 となる。また、ヘリウム排 気 管 や配 管 レール

の設置も不 要なため、天井高（階

高 ） も低 くできるアドバンテージが

ある。さらに、周 辺 環 境 からクエン

チ時 の気 化 したヘリウムを屋 外 に

排 出することが許 容されない場 合

や、屋 上 までのヘリウム排 気 管 の

設 置 が困 難 な高 層 ビルへの設 置

制 約 を緩 和 できることから、より高

い設置自由度が期待できる。

*3 消 費 電 力 を低 減 するモードを使 用 した場 合 と使 用 しない場 合 の比 較 。測 定 方 法 は当 社 規 定 による。

図  1 1.5T 超電導  MRI システム外観  

ECHELON Synergy ZeroHelium 

図  2 Smart Eco Plus による年間消 費 電力低 減  
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3. 再撮像リスクを低減する技術  

ECHELON Synergy ZeroHelium では、AI 技 術 を活 用 して開 発 した被 検 者 見 守 りシステム Synergy 

Vision を搭載した。ボア内に設置した 2 台のカメラにより被検者の状態を視覚的に観察でき、体動を検

知すると、通知音と画面 表示で医療従事者に注意を促す（図 3）。体動アーチファクトが画像上に確認

された場合、体動による画質劣化を改善する機能 StillShot を使用することにより、体動の影響を受け

た信号を除去して画像を再構成することで、アーチファクト低減へのアプローチが可能である（図 4）。 

その他 にも、検 査 中 にやむを得 ず撮 像 を中 断 した場 合 でも、中 断 までに取 得 した撮 像 データで画

像を再構成できる Series Save 機能や、目的撮像部位よりも小さな FOV を設定した際に発生する折り

返しアーチファクトを後処理で除去する Exp.RAPID 機能など、再撮像のリスクの低減に向けたアプロー

チができるさまざまな機能を搭載している。 

 

4. AI 技術 を活用して開発した高画質を実現 する画像再 構成  

AI 技術を活用して開発した DLR Rise＊ 4 は、画像ノイズ低減技術であり、DLR Clear＊ 4 は、トランケ

ーションアーチファクトの低 減 や画 像 先 鋭 度 を向 上 する技 術 である（ 図  5） 。今 回 、新 たに開 発 された

DLR Symmetry*4 はハーフスキャンの未計測部分を精度よく推定する手法であり、ハーフスキャンによっ

て生じる画質劣化の低減が期待できる（図 6）。 
 
*4 導 入 後 に自 動 的 に装 置 の性 能 ・ 精 度 が変 化 することはない。 

 
【おわりに】 

今回、省ヘリウム化の手段の一つである ECHELON Synergy ZeroHelium 装置の特長について紹介

した。当 社 は、今 後 も AI 技 術 を活 用 して開 発 した機 能 を多 数 搭 載 し、画 質 向 上 のみならず、検 査 ワー

クフローの効 率 化 や再 撮 像リスクの低 減を目 指 していく。さらに MRI 検 査 の安 定した運 用と医 療 の質の

向上を追求することで、人々の健康維持増進に貢献できるよう邁進する所存である。 

図  6 DLR Symmetry 適用例  図  5 DLR Rise・ DLR Clear 適用例  

図  3 Synergy Vision と被 検者監 視モニタ 図  4 Stil lShot による体動 アーチファクト低減技 術  
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2. 1.5T ヘリウムフリーMRI 装置「MAGNETOM フロー」がもたらす Clinical impact 

シーメンスヘルスケア㈱ ダイアグノスティックイメージング事業 本部 MR 事業部  

菅野 康貴  

【はじめに】 

MAGNETOM フロー*1 は、次 世代 型の 1.5T ヘリウムフリー*2MRI として、「サステナビリティ」と「 効率

性」の両立を目指した装置である。液体ヘリウム使用量を 0.7L に抑える DryCool Technology により持

続 可 能 な運 用 を可 能 にし、さらに AI を活 用 した自 動 化 や高 速 撮 像 により、検 査 の効 率 向 上 にも大 きく

貢献している。前号では装置構造 や技術的特 長を紹介したが、本稿 では実際の臨床現 場における評

価や導入効果に加え、新たな Clinical Application について紹介する。 

*1 販売名：MAGNETOM フロー  認証番号：306AABZX00051000 

*2 液体ヘリウム 0.7 リットルを完全に密閉した冷却装置のため、装置の稼働に伴う液体ヘリウムの再補充が不要な構造 

 

【臨床現場における評価と応用】 

1. 「DryCool Technology」がもたらす優れた設 置性と安定 運用  

MAGNETOM フローは、装 置全 体 の小型 ・軽 量化により、限られたスペースの検 査室にも最 小限の

改 装 で導 入 が可 能 となっている。また、クエンチパイプの設 置 が不 要 なヘリウムフリー構 造 であることも

導 入の自 由 度を高めている。さらに、マグネットには自 動 回 復 機能を備 えており、停 電 時にも自 動 的に

回復し、オペレータの介入なく復旧が可能である。実際 に停電を経験した施設 でも、スムーズに運用を

継 続 できたとの報 告 もある。これらの機 能 は、診 療 の安 定 稼 働 を支 えるものとして現 場 で高 く評 価 され

ている。 

 

図  1 DryCool Technology の設置性 向上と自動 回復機 能  

 

2. 「BioMatrix Contour Coils」による直感的なポジショニングと被検者 の負担軽 減  

被 検 者 に装 着 する「 BioMatrix Contour Coils」 は、軽 量 で柔 軟 なブランケットタイプの採 用 により、

被 検 者 に優 しくフィットし、さらに内 蔵 センサにより自 動 的 にコイル位 置 を認 識 するため、ワンタッチでポ

ジショニングが完 了 し、準 備 時 間 の短 縮 が図 られている（ 図  2）。ユーザからも「 ポジショニングが直 感 的

で扱 いやすい」 、「 被 検 者 への圧 迫 感 が少 なく、負 担 軽 減 につながっている」 との声 があり、好 意 的 な

意見が寄せられている。 
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3. AI 画像 再構成 技術 「Deep Resolve」による画質とスループットの向 上 

AI を用 いた画 像 再 構 成 技 術 「 Deep Resolve」 は、空 間 分 解 能 の向 上 と撮 像 時 間 の短 縮 を同 時 に

実 現 しており、従 来 と比 較 して撮 像 時 間 を最 大 50%短 縮 しながらも、空 間 分 解 能 を向 上 した高 精 細 画

像 を提 供 している。全 身 のさまざまな撮 像 領 域 において、高 画 質 と高 速 化 を両 立 できる点 がユーザか

ら高 く評 価 されており、診 断 の確 信 度 向 上 にも寄 与 している。また、検 査 効 率 が向 上 することで、被 検

者の負担軽減にもつながっている。 

4. 新アプリケーション「DANTE」による Black-blood Imaging の進化  

新 たなアプリケーションとして注 目 されているのが、血 管 内 信 号 を効 果 的 に抑 制 し血 管 壁 の描 出 に

優れた「DANTE（Delay Alternating with Nutation for Tailored Excitation）」である。MAGNETOM フロー

では、DANTE の搭載により Black-blood Imaging を高精度に実現することができ、特に脳血管や頸動

脈 領 域 での活 用 が進 んでいる。微 細 な病 変 の視 認 性 を向 上 し、より質 の高い診 断 につなげることが期

待されている。 

 

【おわりに】 

MAGNETOM フローは、省スペース設計や自動化技術に加え、新しい AI 画像再構成技術やアプリ

ケーションを通 じて、臨 床 現 場 における効 率 性 と診 断 精 度 の両 立 を実 現 している。今 後 も、医 療 現 場

の課題解決とサステナブルなヘルスケアの実現に向けて、技術革新を続けていく。  

図 2 BioMatrix Contour coils と BioMatrix Position Sensor 

図 3 Deep Resolve を活用した短時 間プロトコル（ 頭部および膝関節）  
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3. MRI 磁化率補正具 MagniPad の開発 

オリオン・ ラドセーフメディカル㈱   

平  士 門   

【はじめに】 

MRI 装置が開発されてから約 50 年、撮影装置の技術革新により MRI 画像についても日々進化をし

ているが、頸 部 や四 肢 領 域 などの拡 散 強 調 画 像 ・ 脂 肪 抑 制 画 像 などでは、人 体 組 織 と空 気 の磁 化

率差により画像に歪みが生じ、画質が低下する磁化率アーチファクトの課題がある。 

このような背景から MRI における磁化率補正を目的とした補 助 具 「 MagniPad」 （ 図  １ ） を開

発したので紹介する。 

 

【特長】  

1. MagniPad を使用することにより磁化率の補 正に貢献  

MagniPad は、ビーズを封入した 4 種 6 個のさまざまなサイズの袋（表 1）が「お手玉」のような手触りと

柔 軟 な形 状 を持 っており、これらを人 体 とコイルの隙 間 に配 置 することで、密 着 性 を高 めて空 間 を減

少させ、磁化率の補正に貢献することができる（図 2）。 

 

 

 

 

 

図  1 磁化率 補正具 MagniPad 

表 1 MagniPad 製品構成 

L 

L 

L 

M 

S 

SS 

図 2 MagniPad 使用時の比較画像 

MagniPad なし MagniPad あり MagniPad なし MagniPad あり 
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2. 頸部への圧迫感 軽 減の貢献 例  

MagniPad を使用した頸部領域の撮影では、まず L サイズを頸部後面に配置し、その後、同 L サイ

ズを左右に設置する。これにより、両側面の L サイズの重みが被検者に直接伝わりにくくなる。 

次 に、M、S、SS サイズの中 から適 切 なものを選 び、頸 部 前 面 に載 せる。前 面 には小 さく軽 いサイズ

を使用することで、圧迫感の軽減が期待できる。 

当 社 初 期 型 の襟 巻 き式 （ 図  3） では、頸 部 全 体 に圧 迫 感 を感 じやすい傾 向 があったが、MagniPad 

は大 小 さまざまな単 体 の袋 を組 み合 わせることで、重 みを分 散 し、圧 迫 感 を軽 減 することが可 能 とな

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

3. 二重構 造でビーズの散乱を抑制 

MagniPad  は Cover  と  Inner  の二 重 構 造 （ 図  4） になっており、Inner  にビーズを封 入 しているため

Cover が破損しても、ビーズが散乱することはない。 

Cover は撥水性の生地を使い、汗や体液などの水分や汚れの付着を抑え、清潔に管理することが

可能となっている他、面ファスナで外し交換もでき、破損があった際のメンテナンスも容易に行える。 

 

【まとめ】  

撮影補助具に求められる要件は、①被検者の精神的肉体的負担の軽減を重視する、②安全性・

耐久 性を維 持する、③術者への負 担も軽減する機構を有 する、④性 能と経 済 性 を両立させるなどが

考えられる。MagniPad は、これらの要件を満たすべく多くの試行錯誤を重ね製品化へと繋がった。 

当 社 は、今 後 も撮 影 現 場 のニーズを多 方 面 から収 集 し、医 療 現 場 の課 題 解 決 に取 り組 んでいく

所存である。  

(a)襟巻き式                         (b)現行品  

図  3 襟巻き式と現行品 との比較  

図 4 Cover と Inner の外観 
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4. TOF-PET 装置 BresTome®における S-TRAC® AI の開発 

㈱島津製作所 医用機器事業部   

大谷 篤   

【はじめに】 

認知症の PET 検査は例えば 20 分といった長い検査時間であり、その検査の中で頭が動いてしまった

ということが起こりえる。その際、そのまま PET 画像を生成すると、動きの影響を受けてブレたような PET

画像が得られてしまうため、頭が動いていなかった時間帯のデータから診断画像を生成することが想定

される。しかしながら、その際 に直 面 すると考 えられる問 題 に対 して、今 回  TOF（ Time-of-Flight） 情 報

を活用した BresTome 独自の機能 S-TRAC*1 に AI 技術を加えて、さらに発展させた S-TRAC AI を

開発した*2。 

*1 S-TRAC (Shimadzu Tof-Reconstruction-based Attenuation Correction) 

*2 AI 技術を用いて開発したが、本製品に自己学習機能は無い。 

 

 

【特長】  

1. BresTome の概要  

TOF-PET装 置 BresTomeは2021年 に発 売 して、その高 解 像 度 なPET画 像 の臨 床 的 有 用 性 を追 求

している。本 装 置 は、①頭 部 と乳 房 の2部 位 にて保 険 診 療 が実 施 できること、②高 解 像 度 なPET画 像

が提 供 できること、③外 部 被 ばくを伴 わずに定 量 PET検 査 が可 能 なこと、などを特 長 とした小 型 の

TOF-PET装 置 である。図 1にBresTomeの頭 部 検 査 モードの外 観 と仰 向 けになった被 検 者 にPETスキ

ャナが挿 入 されて頭 部 PET検 査 している時 の模 式 図 を、図 2に微 細 なLu（ ルテチウム） を含 むシンチレ

ータと半導体受光素子（SiPM）とを組合せた高解像度のPET画像を得るためのPET検出器を示す。 

 

       

図  1 装置外 観（頭部 検 査時）  図  2 高解像 度な TOF-PET 検出器  

 

TOF 情報を活用して PET データ(Emission データ)のみから減弱係数マップ（透過率）の分布形状を

同時に統 計 的に推 定できることが理 論的に示されているが 、この理論で推定できるのは減 弱の分布 形

状（相対値）までであって減弱係数という絶対値は得られない 1)。そこで、本装置では独自の方法を用

いてこの課題を解決した減弱補正法：S-TRAC を搭載している 2)。 
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2. S-TRAC AI の開発  

S-TRAC は任 意の時間 帯の PET データから減 弱 補 正が可 能であるため、例えば検 査 開始 直 後に一

度 頭 が動 いてしまっても、その後 の PET データだけから減 弱 補 正 を含 めて定 量 性 のある PET 画 像 を生

成 することができる。しかしながら、頭 部 が動 いていなかった時 間 帯 だけの PET データは一 般 的 には統

計精度が低 下して画像の統計ノイズが増大し、S-TRAC での減弱補正 精度が低下 するという問 題があ

る。そこでこの問題に対 して、深層 学習(AI)を用いて減弱 係数マップを推定することで、減弱 補正精 度

の低下を低減する新しい減弱係数マップ推定方法 S-TRAC AI を開発した 3)。この S-TRAC AI を用い

て推 定 した減 弱 係 数 マップの例 を図  3 に示 すが、FDG-PET でもアミロイド PET でも鼻 腔 や頭 蓋 骨 も推

定されていることが確認できる。 

 

図  3 S-TRAC AI により推定した減弱係数マップ（上段：FDG-PET、下 段： アミロイド PET）  

 

なお、減弱係数マップを特定の時間で取得する（一般的には PET/CT であれば検査開始時の CT

データから生 成 する） 場 合 は、頭 部 が動 いてしまうと、PET データと減 弱 係 数 マップでの頭 部 の位 置 が

不一致となる。 

 

【おわりに】 

2023年 12月 のアルツハイマー型 認 知 症 の疾 患 修 飾 薬 の上 市 とその投 薬 判 断 用 途 でのアミロイド

PET検 査 の保 険 適 用 を皮 切 りに、2024年 末 には治 療 効 果 判 定 の用 途 でのアミロイドPETの保 険 適 用

拡 大 がなされ、さらにはタウPET検 査 薬 が承 認 （ 執 筆 時 点 では保 険 未 適 用 ） されるなど、認 知 症 に関

するPET検 査 の拡 大 が続 いている。今 後 もPET検 査 数 や用 途 の拡 大 が予 想 される中 で、PET検 査 の

新たな有用性や臨床的価値を創出できるよう、今後も改良・改善に努める。 

 

【参考文献】 

1) Defrise M, etc.: Time-of-flight PET data determine the attenuation sinogram up to a constant, Phys Med Biol. 

57:885-899, 2012 

2) Tetsuro Mizuta, etc.: Initial evaluation of a new maximum-likelihood attenuation correction factor-based attenuation 

correction for time-of-flight brain PET, Ann Nucl Med. 36:420.426, 2022 

3) Tetsuya Kobayashi, etc.: Generating PET Attenuation Maps via Sim2Real Deep Learning-Based Tissue Composition 

Estimation Combined with MLACF, J Imaging Inform Med. 37(1), 167-179, 2024 
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図 1 MorepeX TOURNER 天板 回転 イメージ 

5. 360°回転天板を備えた臥位撮影台の開発と運用事例 

㈱大林製作 所 営業本 部  

俵 正太郎  

【はじめに】 

当社は 2002 年、天板回転機構を備えた臥位撮影台「SUD-100A TOURNER」を開発し、以後多

くの臨床現場で導入されてきた。 

本 稿 では、「 撮 る人 ・ 撮 られる人 に優 しいモノづくり」 の理 念 のもと、操 作 性 ・ 安 全 性 をさらに向 上 さ

せた新 製 品 「 MorepeX TOURNER（ 昇 降 型 フローティング撮 影 台 ） 」 ＊ 1 の主 な特 長 について報 告 す

る。 

なお、「 MorepeX」 は「 さらなる（ More） 」 と「 頂 点 （ apex） 」 に由 来 し、当 社 のフラグシップ機 として位

置づけている。 

 

*1 販売名：昇降型フローティング撮影台 MorepeX TOURNER 

届出番号：11B2X00011000077 

 

 

 

 

 

【特長】  

1. 回転範 囲の拡大  

従来モデルの TOURNER では天板の回転範囲は 270° （＋180°,－90°）に制限されていたが、

本装置では 360 °（＋－180°）の全方向回転を実現した（図  1）。  

これにより、被 検 者 の体 位 を変 更 せずに任 意 の方 向 からの撮 影 ポジショニングを可 能 とし、他 に類

を見ない広範囲な可動域で、より自由度の高い撮影が実現できる。 

また、整 形 外 科 ・ 救 急 領 域 をはじめ、広 範 な臨 床 用 途 での作 業 効 率 向 上 と使 用 者 ・ 患 者 双 方 の

負担軽減に寄与する。 

 

2. 昇降ストロークと耐荷 重の向上  

天 板 回 転 機 構 を搭 載 しながら、最 低 位 450mm の低 床 設

計 を実 現 し、最 大  2  箇 所 まで任 意 の中 間 停 止 高 さを設 定 可

能とした（図  2）。 

また、昇降時の耐荷重は 135 ㎏から 180kg へ向上して、

動作音  32dB と静音性にも配慮している。 

 

 

  

図 2 最低位 と最高位の対比  

液晶コントロールパネル 
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3. 安全機 構の強化  

天板下降時には、接触を検知して自動停止する挟み込み防止機構を搭載した（図  3）。 

万 が一 の際 にも、音 声 と液 晶 パネルコントロールパネルにより即 時 に警 告 を発 し、安 全 性 を高 めて

いる（図  4）。 

 

4. 液晶コントロールパネルによる集 中制御  

液晶パネルにより、天板高さ、グリッドや FPD の装着状況、中間停止位 置などの状 態確認と設定が

集 中 的 に可 能 となった。操 作 者 は、中 間 停 止 位 置 を任 意 の高 さに簡 便 に設 定 が可 能 であり、設 定

は０から最大２ヶ所まで対応する（図  5）。 

さらに、万が一フットスイッチの不具 合で昇降、天板操 作が行えない場合には、液晶コントロールパ

ネルからも操作が可能であり（図  6）、機器トラブル時にも修理を待つ間も業務を止 める心配もなく、業

務継続性を担保している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. ワイヤレス操作の実現 

オプションのワイヤレスフットスイッチにより、ワイヤレ

ス操作が可能となった。 

これによりストレッチャや人 の足 元 への干 渉 を低 減

し、操作性と安全性の向上に寄与する（図  7）。 

 

【結び】  

MorepeX TOURNER は、より高機能かつユーザフレンドリな設計を志向して開発された臥位撮影台

である。現場の作業効率向上、安全性確保、快適性の提供を追求した本製品は、「人にやさしいモノ

づくり」を体現するものであり、今後も現場の声を反映しながらさらなる改良を進めていく所存である。  

図 3 挟み込み防止機能 イメージ 図 4 液晶コントロールパネル挟み込 み検知イメージ 

図 5 液晶コントロールパネル（通常操作モード） 図 6 液晶コントロールパネル（マニュアル操作モード） 

図  7 ワイヤレスフットスイッチイメージ 



JIRA 発表会 技術 1  

- 16 - 

6. ワークフロー改善を目指した X 線一般撮影装置 Radrex i5 

キヤノンメディカルシステムズ㈱ XR 事業部 XR 開発部  

鈴木 省吾  

【はじめに】 

当 社 は、臨 床 の現 場 での円 滑 かつ安 全 なワークフローの提 供 を掲 げ、

医 療 安 全 への貢 献 を主 眼 に置 いて開 発 を行 ったスタンダードクラスの天

井走行式一般撮影システム Radrex i5 / Flex Edition*1 の販売を開始し

た(図  1)。システムを構 成 するハードウェア、ソフトウェアを一 気 通 貫 で開 発

できる体 制 が当 社 の強 みであり、システムを構 成 する各 ユニットのデザイン

お よ び 操 作 性 の 一 新 を 図 っ た 。 主 な 機 能 の 特 徴 と 当 社 の  Flat Panel 

Detector である CXDI シリーズ*2 との連 携 にて得 られるメリットを、ワークフロ

ー改善および安全性向上の観点で紹介する。 

*1 販 売 名 : 一 般 Ｘ 線 撮 影 装 置  Radrex i5 MRAD-D500、認 証 番 号 : 307ADBZX00012000 

*2 販 売 名 : デジタルラジオグラフィ CXDI-Elite、認 証 番 号 : 304ABBZX00003000 

 

【特長】  

1. Ｘ線撮 影装置  

Ｘ 線 管 保 持 装 置 全 体 の軽 量 化 、天 井 走 行 ローラの素 材 変 更 など、操 作 性 の改 良 に重 点 をおき、

各 部 を全 面 的 に見 直 した。X 線 管 保 持 装 置 の初 動 に要 する力 を当 社 従 来 モデル比 で 66%低 減 し、

操 作 者 への身 体 的 な負 担 を軽 減 した(図  2)。Ｘ 線 発 生 装 置 には、CXDI のモニタ上 にコンソールパネ

ルの情 報を表示する機能を持たせ、モニタ右側部に曝射スイッチを配置することで省スペ

ース設置を実現した(図  3)。撮 影 時 の視 線 移 動 を最 小 限 に抑 えつつ、操 作 室 のスペースを有 効 活

用でき、使いやすさとワークフローの向上を実現している*3。 

 

 

 

 

 

 

 

 
*3 専 用 のスイッチボックスと X 線 発 生 装 置 通 信 モジュール (オプション)が必 要 。 

 

2. Built-in AEC Assistance (BiAA)*4 

Radrex i5 に組 み合わせされる CXDI シリーズのハイエンドモデル CXDI-Elite には、従 来は別 途 必

要であった Auto Exposure Control(AEC)検出器の代替として、BiAA の機能が内蔵されている。BiAA を

有効化することで、スタンドやテーブルのみならず、いかなる部位/方向の X 線撮影においても AEC の

活 用 が可 能 となる。従 来 と比べ、適 用 できる手 技 や採 光 野 位 置 の選 択 肢 が広 がり、加 えて多 彩 な制

御 により、X 線 吸 収 の大 きな骨 や吸 収 の小 さな肺 、またはその両 方 を含 む領 域 などにおいても、BiAA

によって安 定 した線 量 コントロールが期 待 される。ワークフローの観 点 では、スクリーニングなどの検 査

図  1 Radrex i5 外観 

図  2 X 線管保持装 置の操作部 図  3 CXDI のモニタ (スイッチボックス装着) 
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目 的 が幅 広 い場 合 や、救 急 患 者 における理 想 的 なポジショニングが難 しい場 合 に、操 作 者 の線 量

設定を補足する機能としての役割が期待される。 
*4 「 BiAA」 は CXDI-Elite のオプション機 能 。 

 

3. Camera Assist*5 

X 線 可 動 絞 りの側 面 に光 学カメラ(図 4)を搭 載 したことで、撮 影コンソ

ール上で光 学カメラから取 得したライブ映 像を確 認することが可 能であ

る(図 5)。また、撮影する体位に対して AI*6 による姿勢の推定をリアルタ

イムで行 い、選 択 されたプロトコルとの整 合 性 を比 較 し、部 位 /方 向 、

左 右 の相 違 を検 出 した場 合 には、操 作 者 へ確 認 を促 す。誤 ったプロト

コルの線 質･線 量による誤 照 射を防 ぐ情 報を提 供する。ワークフロー上

の確 認 の一 部 を担 う役 割 として、医 療 現 場 の撮 影 業 務 の効 率 化 およ

び質の高い診断への貢献を目指したソリューションである。 
*5 「 Camera Assist」 は CXDI シリーズのオプション機 能 。 
*6 「 Camera Assist」 は基 本 的 な撮 影 姿 勢 の学 習 ・ 姿 勢 推 定 モデルに 

AI 技 術 を用 いており、本 システム自 体 に自 己 学 習 機 能 は有 していない。 

 

 

4. Image Transfer*7 

前 述 したカメラの映 像 情 報 のさらなる活 用 として、撮 影 時 の光 学 画 像 を DICOM 転 送 する機 能

Image Transfer を搭 載 した。CXDI の設 定 により手 動 および自 動 での保 存 が設 定 可 能 であり、保 存 さ

れた光学画 像を院内サーバーなどへの転送も可能である(図 6)。期待される主な活用案は、①やむを

得ず再撮 影 する場 合に、写 損となったポジショニングの画 像 から再 調整 の際 の支 援 として活 用 する、

②定 期 フォローアップの症 例 において、事 前 に確 認 した前 回 の情 報 を今 回 のポジショニング時 に応

用する、③エビデンスとしての観点 で、X 線の照 射 向きが通 常と逆の場 合に、反転 処 理操 作の確 認と

して利 用 する、④ポジショニングに関 する分 析 に利 用 し、撮 影 の質 の向 上 、学 習 などに活 用 する、が

ある。前述の Camera Assist と併せて、医療安全に欠かせない役割となることを期待している。 
*7 「 Image Transfer」 は X 線 可 動 絞 り BLR-500A のオプション機 能 。 

 

【まとめ】  

Radrex i5 では、臨床の現場に円滑なワークフローの提供、医療安全に貢献する機能を搭載した。

操 作 者 のワークフロー改 善 にて得 られるメリットが、医 療 の質 に直 結 するポジショニング、画 質 を担 保

しつつ不 必 要 な被 ばくを削 減 するための線 量 への配 慮 、そして背 中 合 わせに潜 む医 療 安 全 への貢

献 につながることを期 待 する。今 後 も臨 床 現 場 のニーズに応 えるべく、よりよい一 般 撮 影 検 査 の提 供

に邁進する所存である。  

図  4 専用光 学カメラ  

(X 線可動 絞 り部) 

図  5 Camera Assist 表示 例 

図  6 Image Transfer の動 作イメージ図 
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7. 在宅医療の X 線検査を簡便にする CALNEO Xair PLUS 

富士フイルム㈱ メディカルシステム事 業部  

藤本 翔  

【はじめに】 

携帯型 X 線撮影装置はバッテリー電源化にともない、在宅医

療や介護施設、災害現場など、移動が困難な被検者の肺炎や

骨折、腹部疾患などを検査する手段として普及が進んでいる。 

特に在宅医療では狭い部屋などの環境により、病院やクリニ

ックの一般 撮影 室と比 べて被検 者 のポジショニングが難しい場

合がある。ポジショニングが難しい場合では、撮影の中心がずれ

る、撮影に必要な範囲が入っていないなどの問題が起きやすい

と考えられ、再撮影につながる可能性が高まり、不要な被ばくと

検査時間が増加してしまう。今回、携帯性を維持しつつ、当社受像システムとの組み合わせにより、検

査 対 象 部 位 の撮 影 の中 心 位 置 を推 定 し、撮 影 を支 援 する機 能 を搭 載 した携 帯 型  X 線 撮 影 装 置

CALNEO Xair PLUS*1（図 1）を開発したので、以下に紹介する。 
*1 販売名 ：ポータブルＸ線撮影装 置 XD4000、認証番 号：307ABBZX00015000 

 

【特長】 

1. 可視光 カメラ、チルト機構付きタッチパネル、ワイヤレスハンドスイッチを採用  

X 線撮影装置に内蔵した可視光カメラで撮影した映像を、タッチパネルへリアルタイムに表示すること

でポジショニングのずれを確認しやすくした（図 2）。 

また、チルト機 構 付 きタッチパネルは、最 大  120 度 まで傾 き調 整 ができるため、高 い位 置 からの臥 位

撮影でも操作者は楽な姿勢でモニタを確認しながら撮影することが可能である（図 3）。 

さらに Bluetooth によるワイヤレスハンドスイッチにより、離れた場所からでもケーブルレスで光照射野の

オンオフおよび撮影操作ができる。在宅医療などの限られたスペースにおいて、有線方式ではケーブル

を踏んでしまったり、躓いたりというリスクがあったが、ケーブルレスによりリスクを軽減できる。また、持ち運

ぶ際や使用しない場合には、ハンドスイッチを本体に収納できる（図 4）。 

 

 

 

 

 

 

 

  

図１ CALNEO Xair PLUS 外観 

図  3 チルト機構搭 載の 

タッチパネル 

図  4 本体に収納可 能な 

ワイヤレスハンドスイッチ 

図  2 タッチパネル 

表示画 面例  
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2. AI 技術 *2 を用いて開発した X-ray Centering Navi 機能  

本 機 能 は FUJIFILM DR CALNEO Flow*3 のフラットパネルセンサと画 像 処 理 ユニット Console 

Advance*4 を組み合わせてできる機能である（図 5）。操作者による被写体のポジショニングを支援する

機能であり、胸部、腹部、骨盤部がこの機能の対象部位となる。X 線撮影時には、X 線撮影装置に内

蔵する可 視 光カメラの映像をもとに、組み合 わせて使 用 する受 像システムの画 像処 理ユニットは、撮影

部位の中心位置を幾何学的に算出し推定する。推定した中心位置は X 線撮影装置に搭載されたタ

ッチパネルの映像にリアルタイムでマーカ表示され、これを基準に X 線撮影装置を配置することで安定

したポジショニングを支援する*5（図 6）。 

 
*2 AI 技術の 1 つであるディープラーニング技術を用いて開発した。導入後に自 動 的にシステムの性能や精度 は変化し

ない。 

*3 販 売 名 ： デジタルラジオグラフィ DR-ID1800、認 証 番 号 ： 302ABBZX00021000 

*4 販 売 名 ： 富 士 フイルム DR-ID 300 の付 属 品  （ 画 像 処 理 ユニット： DR-ID 300CL）   

認 証 番 号 ： 221ABBZX00151000 

*5 本 機 能 の推 定 結 果 のみで照 射 範 囲 は確 定 せず、必 ず目 視 で被 検 者 の位 置 と光 照 射 野 を直 接 確 認 の上 で照 射

範 囲 を設 定 する。 

 

 

【おわりに】 

本稿では、CALNEO Xair PLUS による在宅医療などでポジショニングが難しい場合の X 線撮影を

支援する機能について紹介した。これらの機能が医療従事者の X 線撮影業務における安全性と効率

性の向上および、再撮影の減少と被検者の被ばく線量の低減に寄与することを期待する。  

撮影部 位中 心位置マーク 

CALNEO Xair PLUS のカメラ映像をもとに 

対 象 部 位 に対 して撮 影 の中 心 位 置 を推 定 した結 果 を示 す

マーク 

図  6 X-ray Centering Navi 機能 表示 例 

図  5 X-ray Centering Navi 使用 時の組み合わせ 

CALNEO Xair PLUS フラットパネルセンサ    画像処 理 ユニット Console Advance 

FUJIFILM DR CALNEO Flow 
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9. 被ばく線量管理システム FINO.XManage「ダッシュボード機能」の開発 

コニカミノルタジャパン㈱ ヘルスケアカンパニー IoT 事業 統 括部  

中野 里香  

【はじめに】 

2020 年の医療法改正から約 5 年が経過し、被ばく線量管理システムの導入は進展している。しかし

ながら、現 在 でもアナログ管 理 を続 ける医 療 機 関 や、導 入 後 の運 用 に課 題 を抱 える施 設 も存 在 して

いる。特 に、職 員 数 が限 られる施 設 においては、法 令 対 応 や医 療 監 査 への備 えに十 分 なリソースを

割くことが難しく、管理の属人化といった問題が顕在化している。 

当 社 が提 供 する被 ばく線 量 管 理 システム「FINO.XManage」 は、線 量 の記 録 ・ 管 理 のみならず、院

内 業 務 や法 令 対 応 を支 援 する多 くの機 能 を備 えている。しかしながら、導 入 施 設 からは「 何 から始 め

たら良いかわからない。」「 自 施 設に合った活 用 方 法が見つからない。」 といった声も寄せられており、

また、2025 年 7 月に公開された「日 本の診断 参 考レベル（2025 年版）（ Japan DRLs 2025） 1)」の影響

もあって、線量管理の実施・運用に対する心理的ハードルは高まっている。 

こうした課 題 に対 応 すべく、「 FINO.XManage」 では、より直 感 的 かつ効 率 的 な線 量 管 理 を実 現 す

るために、「 ダッシュボード機 能 」 を新 たに搭 載 した（ 図  1） 。本 稿 では、その概 要 と「 日 本 の診 断 参 考

レベル（2025 年版）（Japan DRLs 2025）」への対応について紹介する。 

 

【特長】 

1. 初期表 示画面の UI 改善による即時情 報アクセスの実 現 

「日本の診断参考レベル（2025 年版）（ Japan DRLs 2025）」の記載値との比較や、DRL 値や施設

で設 定 した基 準 値 （ 以 下 「 基 準 値 」 という） を超 過 した検 査 の抽 出 など、日 常 的 に確 認 すべき項 目 を

メインメニューに集 約した。これにより、必 要な情 報に迅 速 にアクセスすることが可 能 になる。また、シス

テム起 動 時 の初 期 画 面 は、ログイン直 後に表 示 されるトップページに整 理されており、ユーザが迷うこ

となく必要な情報へ到達できるよう配置されている。 

また、ダッシュボード上 の各 アイコンはダブルクリック操 作 で従 来 の詳 細 機 能 へ円 滑 に遷 移 可 能 で

ある。シンプルな操 作 性 とスムーズな連 携 性 により、日 常 業 務 の効 率 的 な運 用 を支 援 する。さらに、

「 帳票 作 成 機能」では、日本 医学 放 射線 学会 （ JRS）が提供 する線量 管 理実 施記 録 に準じた帳票を

ワンクリックで出力できるため、線 量 管 理システムに馴 染 みの薄いユーザでも直 感 的に帳票 作 成が可

能となっている。 

 

  

図 1 FINO.XManage ダッシュボード機 能（ グラフ表示、レポートボタン）  
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2. 基準値 超過検 出とプロトコル管 理の可視 化  

基 準 値を超 過したプロトコルには、ダッシュボード上でアラートを表 示し適 切な見 直 しのタイミングを

判 断 できるようにしている。施 設 側 では、新 たに受 信 したプロトコルと既 存 のものを紐 付 けて管 理 する

必要があるが、未更新のプロトコル数が一覧表示されるため、更新の必要性を瞬時に把握できる。 

これにより、次 に取 るべきアクションが一 目 で把 握 できるようになるため、線 量 管 理 の効 率 化 と正 確

性向上に寄与する。こうした仕組みは、システムの直感的な操作性をさらに高めている。 

3. ユーザ属 性に応じた表示の最 適 化 

システムにログインするユーザごとに表 示 項 目 のカスタマイズが可 能 であり、検 査 室 や運 用 形 態 に

応じた情報 提示を行うことができる。具体的には、CT 室では CT 関連のグラフやアラートを優先 的に表

示し、施設の管理者は全モダリティを俯瞰して内容を把握することもできる。 

ユーザ属 性 に応 じた必 要 な情 報 だけを選 択 的 に提 示 することで表 示 画 面 が最 適 化 され、業 務 効

率の向上と迅速な意思決定を支援している。 

 

4. 最新情 報へ対応  

「日本の診断参考レベル（Japan DRLs 2025）」に対応すべく、「FINO.XManage」は国内開発の強み

を生かし、迅速にシステムの改修を進め、変更があった基準値や管理項目を反映させている。これによ

り、最新の規制やガイドラインに即した運用が可能となり、施設のコンプライアンス向上に寄与している。

さらに、各種レポートの整備も適宜行い、施設の線量管理体制の充実を支援するとともに、規制の変化

に柔軟に対応できる仕組みを整えている。 

 

【まとめ】 

「FINO.XManage」は、画像情報と線量情報を同時に参照しつつ、各モダリティにおいて効率的な被

ばく線量の評価と日常業務の最適化を実現するシステムである。本システムは単なる線量管理・記録の

枠を超え、院内業務の効率化を目指し、市場のニーズに応じて継続的に機能拡張を進めている。また、

新たに「ダッシュボード機能」を搭載したことで、ユーザインターフェースのさらなる改善を実現するととも

に、公開された最新情報に沿う形でレポート機能の強化を図るなど、現場の声を反映したバージョンアッ

プを重ねている。 

当社は、市場動向と医療現場のニーズを注視しながら、製品開発と技術支援を継続することで、医

療の質向上と業務負担の軽減を実現していく。今後も、独自の技術と価値を提供し、線量管理の高度

化を通じて医療現場の期待に応えていく所存である。 

 

【参考文献】 

1）  医 療 被 ばく研 究 情 報 ネットワーク(J-RIME)、日 本 の診 断 参 考 レベル（ 2025 年 版 ） 、2025-07、https://j-
rime.qst.go.jp/report/JapanDRLs2025_ja.pdf 

図 2 FINO.XManage ダッシュボード機 能（プロトコル管理ボタン）  
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10. 頭頚部用線量計ホルダー付き X 線防護衣の開発 

㈱マエダ 営 業部  

鈴木 聡  

【はじめに】 

2021 年  4 月 に放 射 線 業 務 従 事 者 の眼 の水 晶 体 に受 ける等 価 線 量 限 度 が改 正 されたことにより、

頭頚部用の個人被ばく線量計を装着する施設が増加している。 

当 社 で頭 頚 部 用 線 量 計 の装 着 位 置 を現 地 調 査 したところ、X 線 防 護 衣 のポケット（ 図 １ -①） や首

回 り前 面 （ 図 １ -②） 、アームホールの上 部 (肩 外 側 )（ 図 １ -③)、術 衣 の襟 （ 図 １ -④） など、さまざまな

箇 所 に装 着 されていることを確 認 した。これらの装 着 箇 所 には、首 に当 たって不 快 感 がある、線 量 計

が外れて紛 失しやすい、本来の装 着位 置である頭頚 部から離れているなどの課題が浮き彫 りになり、

さらに、それらの線 量 計 の装 着 箇 所 は、着 用 者 によって異 なり、多 くの施 設 で統 一 化 されていない現

状も確認された。 

当 社では、これらの課 題を解 決すべく、頭 頚 部 用 線量 計 の装 着が可 能なホルダー（ 図 2）を装 備し

た X 線防護衣「ジャストホルダーTM シリーズ」を開発したので報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【特長】  

1. ジャストホルダーシリーズのラインナップと頭 頚部用 線量 計ホルダーの位置  

ジャストホルダーシリーズは、当社の主力製品である X 線防護エプロン、コートおよび甲状腺防護 具

をベースに開発した。それぞれの品目にホルダーを取り入れ、ラインナップ展開した。 

X 線 防 護 エプロン・ コートに頭 頚 部 用 線 量 計 を装 着 する際 、頭 頚 部 に最 も近 い箇 所 は肩 線 上 とな

るが、線 量 計の方 向特 性上 支障をきたす可能 性がある。このため、方向特 性に配 慮しつつ頭頚部に

近く、甲状腺防護具併用時にも干渉しない箇所にホルダー（図 3-a,b）を装備した。 

また、甲状腺防護具は、形状上、頭頚部に近い箇所にホルダー（図 3-c）を装備した。 

2. 左右にホルダーを装備 

線量計は線源に近い方向への装着が理想のため、立ち位置に応じた装着ができるよう、ホルダーを 

X 線防護衣および甲状腺防護具の左右両側に装備し、左右の付け分けを可能とした。また、スムーズな

付け分けができるよう、ホルダーにゆるみを持たせ、線量計のクリップが差し込みやすい設計にした。 

② 
③ ④ 

①  

図  1 現地調 査した頭頚 部用線 量計 装着箇 所  図  2 線量計 の装着が可能なホルダー 
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3. 「線量計 はココ!シール」を搭載  

ホルダーに気 付き、正 しく活 用してもらえるよう、「線 量 計はココ！シール」（図 4）をホルダー付 近に

付けた。 

4. ホルダーオプション加工を従来製 品へも展開  

頭頚部用線量計を付けることの意識づけや、線量計の理想 位置での装 着につなげるという課題 の

解 決を、当 社 製 品 全 体 でサポートすべく、本シリーズ以 外 の当 社 従 来 製 品にもホルダーのオプション

加工サービスを展開している。 

 

 

5.こだわりの検査体 制  

当 製 品 は、独 自 の X 線 透 視 設 備 を用 いて、遮 へいシート全 面 の X 線 透 視 検 査 を実 施 し、徹 底 した

品 質 管 理 体 制のもと製 造している(図 5)。この品 質 管 理 体 制によって、遮へいシート全 面が表 示 鉛 当

量以上の基準を満たしており、ユーザに安心して製品を使用してもらえる環境を整えている。 

なお、ジャストホルダーシリーズ以外の従来製品についても、同様の検査体制を行っている。 

 

【まとめ】  

ジャストホルダーシリーズは、これまで曖 昧 であった頭 頚 部 用 線 量 計 の装 着 位 置 を統 一 化 し、より

実 態 に近 い線 量 管 理 を可 能 とする。ユーザの頭 頚 部 被 ばく線 量 測 定 の正 確 性 を高 め、適 切 な線 量

管理を支援することで、 X 線を使用する環境における安全性の向上に寄与していく。 

 

図  3 ジャストホルダーラインナップとホルダー装着 位置  図  4 線量計 はココ！シール 

a:エプロン c:甲状腺 防 護具  b:コート 

図  5 X 線遮 へいシートのこだわりの検査体制  
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11. 女性医療従事者向け乳腺・腋窩部対応放射線防護具の開発 

Jpi ジャパン㈱  

良知 義晃  

【はじめに】 

近年、医療現場における放射線従事者の被ばく防護に対す

る関心が高まっており、特に女性医療従事者の増加にともな

い、女性の体型に適した個別防護具の開発が求められている。 

また乳腺、腋窩、生殖器周辺に対するさらなる防護性能の

強化や着用時の快適性、重量負荷の軽減も求められている。

そこで当社では、女性医療従事者の被ばく低減を目的として、

乳腺および腋窩部の解剖学的構造に基づいた専用放射線防護

具「Lady Armour（レディアーマ）」および「Lady Armour Jacket

（レディアーマジャケット）」を開発した （図 1）。 

本稿では、これらの構造的特長と使用上の利点について報

告する。 

 

【特長】  

1．構造設 計と防護範 囲  

当社の従来型防護衣（図 2）は、腋下や腕周辺に防護の死角が生じやすく、特に透視検査など上肢を

挙上する手技中には、乳腺上部外側領域（Upper Outer Quadrant：UOQ）を十分に防護できない場合が

ある 1）。UOQ は乳がん発生頻度の高い領域であるため、確実な遮へいが求められる。 

本製品では、袖の追加、側面の延長、脇下の追加カバーといった設計を導入することで、乳房および腋

窩リンパ節、肩関節、乳腺上部を含む広範な領域を効果的に遮へいできる構造を採用した（図 3）。 

 

さらに、生 殖 器 周 辺 の防 護 に関 しては、着 脱 可 能 な防 護 シ

ートを挿 入 できるポケット構 造 を採 用 し、防 護 力 の向 上 を図 った

（ 図  4） 。遮 へいシートには、鉛 当 量 を選 択 可 能 な素 材 を使 用 で

き、手技内容や被ばく環境に応じた柔軟な対応が可能である。 

  

図 1 レディアーマ外観（左 ）  

レディアーマジャケット外観（右）  

図 2 従来のデザイン 

a.エプロンタイプ b.コートタイプ 

図 3 レディアーマのデザイン 

a. レディアーマ b.レディアーマジャケット 

図 4 生殖腺 防護シート用ポケット 
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2．遮へい素 材と軽量化   

防 護 衣 の重 量 は、使 用 者 の筋 骨 格 系 へ長 時 間 にわたり負 荷 を与 える要 因 となり、腰 痛 や肩 こりな

どの職 業 性 障 害を引き起こすことが知られている。そのため、遮へい性 能を確 保しつつ軽 量 化 を図る

ことは重要である。 

本 開 発 製 品 では、従 来 の無 鉛 遮 へい材 よりさらに軽 量 な新 無 鉛 遮 へい素 材 「 KRYPTOLiTE（ クリ

プトライト） 」 を採 用 した。この素 材 は、鉛 遮 へい材 「 LITELEAD(ライトリード)」 と同 等 の線 量 減 衰 性 能

を有しながら、重量が軽いため、従事者の身体的負担を大幅に軽減することができる(表 1)。 

 

遮 へいシート kV 防 護 率  遮 へい材 重 量  レディアーマ重 量  レディアーマジャケット重 量  

KRYPTOLiTE 

(0.25mmPb) 

70kV 96.59％  
2.8kg/㎡ 5.96kg 0.65kg 90kV 92.30％  

LITELEAD 

(0.25mmPb) 

70kV 96.83％  
3.4kg/㎡ 7.04kg 0.79kg 

90kV 92.48％  

注 ） レディアーマおよびレディアーマジャケットは M サイズでの重 量  

 

3. 着用性と動作性の向 上 

レディアーマおよびレディアーマジャケットの前面には面ファスナを採用しており、着用者の体型に応じ

た微調整が可能である。さらに、腕部にはゴムベルトを装着しており、上肢の挙上や操作動作を妨げること

なく、自由度の高い動作が確保されている（図 5）。 

また、レディアーマジャケットは、既存の防護衣と併用可能な追加シールドとして設計されており、作

業内容に応じた防護強化が可能である（図 6）。ジャケットは腕部および身体側面に遮へい材を備えており、

着用方法にかかわらず腋窩部を確実に遮へいすることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【まとめ】  

本開発のレディアーマおよびレディアーマジャケットは、女性医療従事者に特化した構造と素材

を備え、乳腺および腋窩部の遮へいに対応する放射線防護具である。軽量性、快適性、着用自由度に優

れ、長時間にわたる放射線業務における被ばくリスクおよび身体的負担を軽減する効果が期待される。 

今後も現場のニーズに応じた改良と製品展開の充実を図り、放射線業務に従事する医療従事者の安

全性確保に貢献していく方針である。 

 

【参考文献】 
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図 5 腕部のゴムベルト a.エプロンの上に着用     b.エプロンの下に着 用 

図 7 レディアーマジャケット着用時  

表  １  遮へいシートの防護 性能と重量 比較  


